
令和６年度　7月　行事予定表　 令和６年度　8月　行事予定表　

1 月 準備OK取組 あいさつで絆の日 1 木 学校保健安全委員会

2 火 教育長訪問（３～６年５時間授業）　ＡＬＴ 2 金

3 水 4年生校外学習 3 土

4 木 ３年生食育センター見学 4 日

5 金 ＡＬＴ 5 月

6 土 6 火 学校閉校日

7 日 7 水 学校閉校日

8 月 個別懇談　　図書貸出最終 8 木 学校閉校日

9 火 個別懇談　　大掃除週刊（～１6日） 9 金 学校閉校日

10 水 個別懇談 10 土

11 木 個別懇談　　図書返却最終 11 日  山の日

12 金 ＡＬＴ 交通安全当番 12 月  振替休日

13 土 13 火 学校閉校日

14 日 14 水 学校閉校日

15 月  海の日 15 木 学校閉校日

16 火 夏休み図書貸出（高学年） 16 金 学校閉校日

17 水 夏休み図書貸出（中学年） 17 土

18 木 18 日

19 金 夏休み前集会　ＡＬＴ 19 月

20 土 夏休み（～8月27日） 20 火

21 日 21 水

22 月 22 木

23 火 23 金

24 水 24 土

25 木 25 日

26 金 26 月

27 土 27 火

28 日 28 水
夏休み明け集会（朝活）
宝物展（保護者13:45～17:30)

29 月 29 木
宝物展（保護者9:00～10:00)
準備OK取組

30 火 30 金 夏休み図書返却　　ALT

３１ 水 ３１ 土

ほめるとは　叱るとは　挑戦する勇気の火を灯すこと　　　　　　　　　　　　　親育ち４３６３たじみプラン事務局
　「わが子に対しては叱ることの方が多くなってしまう」そんな声を聞くことがあります。
「這えば立て立てば歩めの親心」という言葉があるように、わが子の成長を願う気持ちが強いほど、私たちの
目は、その子が「今できていること」よりも「もっとできてほしいこと」に向くようです。そうして、期待を懸命に
伝えようとします。それが「叱ることの方が多くなってしまう」という意識につながるのでしょう。しかし、これ
は、親としての愛情そのものであって、責められることでも、否定されることでもありません。
子どもたちは、日々、様々な姿を示します。その姿が、例えば１０あるとします。その１０の内には、「ほめたくな
る姿」も「叱ったり注意したりしなければならない姿」もあるでしょう。それが10の内の１、いや、100の内の１
であっても、「たまたま」に見えても、わが子の「ここがいいね」を見つけませんか。そして、叱るときも、ほめる
ときも、その１を心から信じ、伝え続けませんか。その子の心の中に、安心の、勇気の小さな火がともるでしょ
う。その火を支えに、自ら挑戦した経験の数だけ、子供達は成長します。
挑戦する勇気の火を、子供達の心に灯したい。ほめるとは、叱るとは、この願いを言葉で、その子の胸の奥深
く届ける行為なのではないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育推進課　家庭教育担当）

校内行事 ＰＴＡ活動日 曜 校内行事 ＰＴＡ活動 日 曜




